
記入例（事業実施主体→国） 

別紙様式１ 

番   号
年 月 日

令和５年度消費・安全対策交付金（地域での食育（都道府県域を越えた取組））事業
実施計画書の提出について

  消費・安全局長 殿

所在地

名 称

代表者の役職及び氏名

 消費・安全対策交付金交付等要綱（令和４年３月 31 日付け３消安第 7340 号農林水産事務次官
依命通知）第６の１に基づき、事業実施計画書等を添えて提出する。



 事業実施主体名  一般財団法人〇〇協会 

１ 事業実施主体の概要（概要） 
① 団体の概要（代表者： 一般財団法人〇〇協会会長 ○○ ○○）
② 責任体制（責任者：一般社団法人○○協会〇〇部 ○○ ○○、副責任者： 〃 ○○ ○○） 
③ 交付金事業に係る自己負担分の拠出元（協会事業費）

２ 事業担当者名及び連絡先 
①氏名（ふりがな）：○○ ○○（○○○ ○○○）
②所属（部署名）：○○協会 ○○課
③役職：〇〇係長
④住所：○○県○○市○○町○○9999 番地
⑤電話：○○○○－○○－○○○○、FAX：○○○○－○○－○○○○ 
⑥メールアドレス：abcd-efg@city.hijk.lg.jp

３ 事業対象地域：○○府○○市、○○県○○市、○○県○○市、 

 目標：地域での食育の推進 

目 標 値 
現状（令和４年度） 事業実施後（令和５年度） 

【環境に配慮した農林水産物・食品を選ぶ国民を
増やす】 
目標：環境に配慮した農林水産物・食品を選ぶ国

民の割合 
  【現状値】67.1％（第４次食育推進基本計画

の現状値（2020 年度） 

【農林漁業体験機会の提供】 
目標：農林漁業体験を経験した国民の割合 

【現状値】65.7％（第４次食育推進基本計
画の現状値（2020 年度）） 

【全事業】 
目標：産地や生産者を意識して農林水産物・食品

を選ぶ者の割合 
【現状値】76.5％（第 4 次食育推進基本計

画の現状値（2020 年度）） 

【目標値】75.0％以上（第 4 次食育推進基本計画の
目標値（令和 7 年度）） 
増加率：7.9％（単年度 1.58％） 
令和 5 年度 75.0%（単年度の増加率が低いことから
令和 7 年度の目標値を設定） 

【目標値】70.0％以上（第 4 次食育推進基本計画の
目標値（令和 7 年度）） 
増加率：4.3％（単年度 0.86％） 
令和 5 年度 70.0％（単年度の増加率が低いことから
令和 7 年度の目標値を設定） 

【目標値】80.0％以上（第 4 次食育推進基本計画の
目標値（令和 7 年度）） 
増加率：3.5％（単年度 0.7％） 
令和 5 年度 80.0％（単年度の増加率が低いことから
令和 7 年度の目標値を設定） 

 事業の必要性及び目標値の考え方 

１ 事業の目的 

【全国の課題】 

近年、日本各地のみならず世界各国で異常気象に伴う、自然災害が頻発するなど、地球規

模の気候変動の影響が顕在化しており、自然災害による農林漁業への被害が深刻なものとな

っている。また、国民が健全な食生活を送るためには、その基盤として持続可能な環境が不

可欠であり、環境と調和のとれた食料生産とその消費に配慮した食育を推進する必要がある。 

【事業の目的】 

従って、国民が○○に触れるなど食育イベントを以下のとおり実施することにした。 

１． ○/○ ○○○○・・・・・・・・・。 

２． ○/○ ○○○○・・・・・・・・・。  



また、食育の根底にある「食べることと自然の恵みは繋がっている」という理念から、

本イベントでは、○○○食品ロス削減に重点をおいた環境学習も併せて行う。 

特に、食品ロス削減に関しては、○○○・・・・・・・○○の食文化の保護・継承への

理解や関心の高まりが期待される。 

○○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

これにより、○○○・・・・、食育と環境問題への意識の向上、国産農水産物の魅力の

再発見の効果を図る。 

【取組内容】 

１ 課題解決に向けたシンポジウム等の開催 

○○○○シンポジウム（講演会） 開催日：令和５年○月～○月末日

場 所：○○○地域交流センター 

 ：○○○市文化会館会議室 

対象者：事前申込応募者約 100名 

講演会と体験学習 

①食育・環境問題の講演

○○産業に精通している「○○推進センター」に講演依頼をし、○○○・・・・食育

・環境・食品ロス削減の意識向上を図る。

②○○体験学習

体験学習では、○○○○・・・・・・・・、○○を活用した普及啓発・・・・・・。

また、○○○○・・・・・・、参加者全員の意識向上に努める。

 ２ 環境に配慮した農林水産物、食品への理解向上の取組 

① 企業向け食育・環境セミナー 開催日：令和５年○月～○月末日

場 所：○○○協会会館

 ：○○○市民ホール会議室

対象者：事前申込応募者約  200名 

② 食育・環境に関するアンケート調査の実施

セミナー参加者に食育・環境に関するアンケート調査を実施し、調査結果を○○に活

用するとともに、○○新聞やウエブサイトに公表する。 

シンポジウム及びセミナーの開催やアンケートの実施により、参加者はもとより全国

において、○○○○・・・・・・、食品ロス削減や栄養バランスに配慮した食生活の実

践の推進が見込まれる。 

以上の取組により、国の第４次食育推進基本計画の目標達成及び国産農林水産物の魅力

の再発見に寄与することが思料される。 



２ 実施体制 

○○協会及び当該事業に関係する部署

  委託関係 
〇〇の取組のうち〇〇を委託する。 
委託先 ：〇〇〇 
取組内容：〇〇〇 
委託費 ：〇〇〇円 

３ 事業内容※事業区分ごとに具体的な内容を記載 

事業項目（取組内
容） 

実施場所 実施時期・回数 対象者・人数 備考 

１.課題解決に向

けたシンポジウ

ム等の開催

○○○○シンポ

ジウム

（講演会）の開催

① 食育・環境問

題の講演

② ○○体験学習

２．環境に配慮し

た農林水産物・食

品への理解向上

の取組 
① 企業向け食育
・環境セミナーの
開催
② 食育・環境に

関するアンケ
ート調査

・○○○○地域交

流センター（○○

市） 

・○○○市文化会

館会議室 

・○○○協会会館

・○○○市民ホー

ル会議室

〇月～〇月 
①②計２回

〇月～〇月 
①計２回
②計２回

事前申込応募者約
100 名 

事前申込応募者約 
200 名 

○○協会○○支部

○○課

○○協会

○○部○○課

○○部○○課

（株）○○○
現地調整依頼

委託

○○県○○課

○○市○○課

現地運営調整

連携・情報共有

日時、会場の調整



４ 事業の目標（達成すべき成果）及び波及効果 

食育・環境についての講演や体験も含めたシンポジウム（講演会）、セミナーを開催する

ことにより、環境に配慮した農林水産物・食品への理解や関心の高まりが期待され、○○○

○・・・・・・・させる。

シンポジウム及びセミナーでの講演を行うことの話題性を活かして、これらの取組を協会

のホームページやＳＮＳ及び広報誌等により、国民に対して情報発信することで、○○○○

・・・・・・・・・・食育や環境問題などの意識の向上を図る。

ホームページの掲載：○回  閲覧者数  約○万人

SNS への掲載  ：○回  閲覧者数  約○万人 

広報誌 ：○回 会員及び関係団体及び企業 約○万人配布 

↓ 

イベント後は、○○○○・・・・・・・・・・・・意識変容を検証する。
後日、協会で開設予定であるインスタグラム（SNS）に掲載する。そのほか、○○を活用した

普及啓発を行うことで、○○○○・・・・・・・第 4 次食育推進基本計画の「新たな日常」やデ
ジタル化に対応した食育推進の普及への貢献となる。 
○○○○・・・・・・・

以上により、今回の取組は、第 4 次食育推進基本計画の目標達成及び国産農林水産物の魅力の
再発見に寄与するものである。 

５ 事業成果・効果の検証方法 
セミナー終了後に、参加者を対象にアンケート調査により効果測定を行う。
○○○○・・・・・・・・・・・・。

また、次年度に取組が繋げられるようにアンケート調査を活かしたイベントの企画立案を行
う。 

６ その他事業の推進に必要な事項 

 事業メニュー及び交付金要望額 

事業実施主体名 事業メニュー 事業量   所要額 
（規格・規模等）  （円） 

交付金要望額 
（円） 

交付率 

一般財団法人○
〇協会 

１．課題解決に向
けたシンポジウム 

２．環境に配慮し
た農林水産物・食
品への理解向上の
取組 

・〇〇〇シンポジ
ウム（講演会）の
開催 計２回
・食育・環境問題
講演
・〇〇体験学習

・企業向け食育・
環境セミナーの開
催 計２回
・食育・環境に関
するアンケート調
査 計２回

 〇〇円 

 〇〇円 

 〇〇円 

 〇〇円 

１/２以内 

１/２以内 

〇〇〇円 〇〇〇円 



（参考１） 

経 費 積 算 資 料 事業実施主体名 

◎ 事業名 ： 地域での食育の推進（都道府県域を越えた取組） 課題解決に向けたシンポジウム等の開催 

環境に配慮した農林水産物・食品への理解向上の取組 

一般財団法人〇〇協会 

単位：円 

経費内容 

交付対象経費（国庫補助金＋事業実施主体負担額） 
交付対象外

経費 
（事業実施
主体負担

額） 

積算根拠（詳細） 

※ すべての経費について、積算根拠を記載。
※ 謝金、旅費、賃金については、積算の根拠となる支払規
程、内規等を添付してください。

講師謝金 講師旅費 
賃金 

（運営補
助） 

会場借料 機器借料 
資料

印刷費 

啓発資材作
成・レンタ
ル費

食材費 
（教材費、調
理体験の教
材、展示、試
食用） 

普及
宣伝費 

役務費 保険料 
通信

運搬費 
消耗品費 

１，課題解決に向けた

シンポジウム（講演

会）の開催

・食育・環境問題講演

・〇〇体験学習

100,000 50,000   5,000 5,000  

  50,000 

3,000 

講師謝金 １時間○円×３時間×○人×１回＝○○
円  

旅費  交通費 ○○～○○（高速バス）○円× 
往復 ×○名＝○○円 

経費の根拠：○○協会「報償費支給基準表」「旅費の手
引き」 による 

会場借料 交流センター使用料 〇〇円 
 文化会館会議室使用料 〇〇円 

資料印刷費 ○○円×○ページ×○部数＝○円 
啓発資材・レンタル費 〇〇円 
消耗品費 消毒液 4個 ○円 

ウェットティッシュ ○個 ○円

ごみ袋（大） ○円

経費の根拠：過去実績に基づく、業者ホームページに よ

る確認等 

２．環境に配慮した農
林水産物・食品への理
解向上の取組 

・企業向け食育環境セ
ミナーの開催

・食育・環境に関する
アンケート

50,000 20,000   5,000   5,000 

30,000 

  3,000 

  2,000 

パネラー謝金 １時間○円×３時間×○人×１回＝○
○円  
旅費   交通費 ○〇～○駅（北口） バス ○円×往

復＝○○円、電車○駅～○駅 ○円×往復＝
○○円

経費の根拠：○○協会「報償費支給基準表」「旅費の
手引き」による 

会場借料 〇〇〇協会会館使用料 〇〇円 
 〇〇〇市民ホール会議室 〇〇円 

資材印刷費 ○○円×○ページ×○部数＝○円 
消耗品費 

アンケート用鉛筆○本入り ○円
消毒液４個 〇円
ウエットティッシュ 〇個 〇円
ごみ袋（大） ○ 円

  ・ 
・ 

経費の根拠：過去実績に基づく、業者ホームページに 
よる確認等 

合 計 150,000 70,000 0 10,000 0 40,000 50,000 0 0 0 0 0 8,000 0 0 

事業に要する経費 328,000 国庫補助金 164,000 事業実施主体負担額 164,000 
※ 事業に使用する経費のうち、全額事業実施主体で負担する経費は「交付対象外経費
（事業実施主体負担額）」欄に計上してください。

※ 「交付対象外経費（実施主体負担額）」については、「事業に要する経費」・「事
業実施主体負担額」に加算しないで下さい。
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